固定資産評価審査申出書の記入について

１　審査申出人欄（※１）

　○　個人の場合　住所、氏名及び電話番号を記入してください。

　○　法人の場合　所在、名称及び電話番号を記入してください。

　○　共有者（※２）が共同で審査を申し出る場合　審査申出人の欄に共有者を並べて書きます。書ききれないときは、同欄に1名の名前と「ほか別紙」と表示し、別紙にほかの申出する共有者の住所、氏名を書いて添付してください。


２　代表者・管理人欄

　○　法人の場合　代表者の住所、氏名及び電話番号を記入してください。

　　　（添付書類）　登記所が発行した代表者の資格証明書、代表事項証明書、登記簿謄本などの代表者を証する書類のいずれかひとつ

　○　法人格のない（権利能力のない）社団又は財団　代表者又は管理人を定款規約等で定めているものは、その名で申出することができます。

　　　（添付書類）　定款、規約、代表者又は管理人を定める議事録の抄本などの代表者等を証する書類のいずれかひとつ

３　代理人・総代欄

　○　代理人・総代（※）を定めた場合に書きます。申出以後、決定までの委員会からの連絡は、代理人･総代あてに行うことになります。

　　　（添付書類）　代理人の場合は、委任状、総代の場合は、総代選任書。また、法定代理人の場合は、戸籍謄本又は抄本


４　申出趣旨欄

　○　土地は１筆、家屋は１棟、償却資産は種別及び１品目ごとに記載してください。

　○　価格は、評価額を記載してください。

　○　決定を求めようとする価格は、審査申出人が審査委員会に対してその求めるべき結論（評価額）を記載してください。

５　申出理由欄

　○　申出趣旨欄「決定を求めようとする価格」を支持し、その理由があるという法律上、事実上の根拠を具体的にかつ明瞭に記載してください。

※１　審査の申出ができるのは「納税者」なので利害関係人（納税者の親族、借地人、借家人、抵当権者、質権者など）や納税管理人は審査申出人になることはできません。ただし、これらの者も委任によって代理人となることができます。


※２　共有者は、１人でも審査の申出をすることができます。





※　共有の固定資産又は区分所有に係る家屋などは、多数の者が共同して審査の申出をするときは、共同審査申出人自らの意思によって、又は固定資産評価審査委員会が３人を超えない範囲で総代を互選して定め、この総代が審査申出に関する一切の行為（審査申出の取下げを除く。）をすることができます。








